
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平素より月の輪学院の施設運営に対しまして、格別のご理解ご支援を賜り厚く感謝申し上

げます。 

 さて２年余り続いた新型コロナウイルス感染症がようやく季節性インフルエンザと同じ

「５類」に引き下げられました。これまでの重苦しい規制が緩和されたため、子どもたち

もマスク生活から解放されて、会話を楽しみながらの食事風景が戻ってきました。（ケンカ

もありますが） 

 月の輪学院では現在、高校生１０名、中学生１３名、小学生１８名、幼児２名、合わせ

て４３名の児童が一つ屋根の下で楽しく暮らしており、今年４月からは新しい職員も２名

採用でき、子どもたちと生活を共にしています。 

 

 新しい年度になり、全員の学年がひとつずつ上がり、小学校から中学校、高校への進

学、クラス替えが行われました。一方、月の輪学院では６つのユニットがあり、家庭的な

生活を目指して日々支援を行っていますが、４月からはユニット担当職員の変更や子ども

たちのユニット異動などがあり、今までとは違った刺激を受けながら、成長を目指してい

ます。 

 

 月の輪学院はとても多くの人たちに支えられていますが、新型コロナウイルス感染症の

影響で、施設への支援が制限をされてしまい、ボランティアの方々には活動を自粛してい

ただき、保護者の皆様には面会や外出、外泊の見直しをお願いするなど、人との関りが少

なくなることで、子ども達の成長に大きな影響があったのではないかと危惧しています。 

 これからは、地域の皆様をはじめ、以前のように多くの人たちに月の輪学院に関わって

いただき、触れ合うことで、月の輪学院の子どもたちがが大きく成長していってほしいと

願っています。 

 

 月の輪学院では子どもたちの成長のためにより地域に溶け込んだ施設を目指し、今年の

春ごろには、家庭的で温もりのある地域小規模グループケアの運営を開始する予定です。 

 引き続き、ご協力、ご支援をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

―ご挨拶－ 

福祉型障がい児入所施設 月の輪学院 

施設長 太田 卓哉 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユニット紹介 
  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新任職員紹介 
令和５年 4 月から、２名が月の輪学院の職員として仲間入りしました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員アンケートコーナー！ 
新任さんを含めた全職員にアンケートを取ってみました！ 

Ｑ１．障がい児施設に興味をもったきっかけは何ですか？ 

Ａ．障がいを持った家族がいて、障がいがある人

をサポートする人たちを見てきたときに、ど

のような気持ちで接しているのかを知りた

いと思った。 

 （１０年以上／児童指導員） 

Ａ．身近に障がいを持っている人が多く、実

習でも障がい児と関わることが多かっ

たから。 

（5 年以上～10 年未満／保育士） 

Ａ．プライベートで障がいを持った子と関わる

ことがあり、とてもかわいく、もっと関り

たいと思ったから。 

（５年未満／児童指導員） 

Ｑ３．月の輪学院のアピールポイントは？ 

Ａ．子どもも職員も元気で明るい！ 

（5 年以上～10 年未満／保育士） 

Ａ．職員みんな仲良し！ 

（5 年未満／児童指導員） 

Ｑ４．月の輪学院にキャッチコピーを 

つけるとしたら？ 

Ａ．一人一人、自分のペースで 

 子どもらしくのびのびと♪ 

（１０年以上／保育士） 

Ａ．陽だまりのような暖かさ 

  嵐のような元気さ 

（１０年以上／児童指導員） 

Ａ．笑顔で自分らしく！ 

  （５年未満／児童指導員） 

Ａ．しんどいときはあるけど、子どもの成長

を感じられ、仕事のやりがいがある！ 

（5 年以上～10 年未満／保育士） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２．月の輪学院で働こうと思った理由は何ですか？ 

Ｑ５．子どもたちの「ここがスゴイ！」 
というところは？ 

Ａ．たくましいところ！！ 

（10 年以上／保育士） 

Ａ．毎日とても元気、笑顔♪ 

（5 年以上～10 年未満／保育士） 

Ａ．子どもたちが生き生きしてお

り、この子たちに携わりたいと

思ったから。 

（１０年以上／児童指導員） 

Ａ．初めは入所施設で働くことは全く考えておらず、通所

施設へ見学へいったものの、しっくりこなかった。 

就職フェアで「月の輪学院」のブースに行った際、職

員の雰囲気がよく見学を決め、見学でも職場の雰囲気

が良かったのでここで働きたいと思った。 

（5 年以上～10 年未満／児童指導員） 

Ａ．年齢超過児がおらず、子どもと関われると感

じたことと、施設がきれいだったから。 

 （５年未満／児童指導員） 

Ａ．好きなこと（レゴを組み立てたり、ピア

ノを弾けるなど）をしているときの集中

力。想像力豊かなところ。 

（5 年以上～10 年未満／保育士） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ６．先輩たちの印象を教えてください。 

Ａ．施設職員は厳しい方が多いイメージだったが、

皆さんとても話しやすく、とにかく尊敬できる

先輩が多い。  （５年未満／児童指導員） 

Ａ．明るく元気！はじめは話し辛かった

先輩も今ではたくさん話せている。 

（5 年未満／児童指導員） 

Ａ．楽しい雰囲気作りが上手な先輩が多い

ので、話をしてると楽しい。 

（5 年以上～10 年未満／保育士） 

Ｑ７．若手職員の印象など教えてください。 

Ａ．大人しく、おしとやかで真面目かと

思えば独特、奇想天外 

（１０年以上／保育士） 

Ａ．若い！自分たちの時よりもすごく

落ち着いている感じがする。 

（10 年以上／保育士） 

Ａ．思っている以上に体力が必要。子どもたちにわ

かりやすいように話をするための言葉選びや

表情の作り方。 

（5 年以上～10 年未満／児童指導員） 

Ｑ８．仕事に「やりがい」を感じるときはどんなときですか。 

Ａ．子どもたち、若手たちが楽しそうに過ご

しているのを見たとき。 

（１０年以上／児童指導員） 

Ａ．子どもが職員の名前を憶えてくれた時。

いい支援ができていると感じる。 

（5 年以上～10 年未満／保育士） 

Ｑ９．仕事をする上で「大変」だと思うことはどんなことですか。 

Ａ．周りの職員と考え方を共有して子ど

もたちに統一した支援を行うこと。 

（１０年以上／保育士） 

Ａ．普段から優しくて気さくな方ばかり。支援のこ

と、子どものことを考えるときはとても真剣で、

分からないことは丁寧に教えてくれる。 

  （5 年以上～10年未満／児童指導員） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍を乗り越えて 

秋の外出は例年「味覚狩
り」に行きますが、
2020 年はそれがかなわ
ず、施設内でミニゲーム
を行いました。 
 
 

クリスマス会も出し物を
動画にして、ユニットで
同時に視聴し楽しんだり
しました。 
 
 

もちつき大会もユニッ
トごとに行いましたが
子どもたちは楽しんで
いました。 
一方で、「卓球大会」
「料理大会」など新し
い行事も生まれまし
た。 
 
 

2020 年突如として日本中を混乱に陥れた COVID-19、通称新型コロナウイルス感染症。

約３年の期間を経て、感染症第５類へと移行となりました。 

初期の頃は情報が少なく、どのように対応したら良いか職員も手探り状態の上、子どもたち

も突然やってきた「マスク生活」に戸惑ったことでしょう。 

段々と感染を予防する生活様式が「当たり前」となり、子どもたちには我慢をさせてしまっ

ていたと思います。 

月の輪学院でも３年の間に、児童３０名、職員２３名がコロナウイルスに感染しましたが、

職員の努力もあり誰も重症化することなく日常生活に戻ることができました。 

子どもが発症すると、陽性者を隔離する必要がありますが、ユニットによっては完全な隔離

が難しかったりすることもあり（寂しさなどで子どもが居室から出てきてしまう）、職員はゾ

ーニングなど工夫し、感染拡大しないように取り組みました。 

陽性児童と接した職員はほとんどが発症する様子をみると感染力の強さをまざまざと感じ

ました。（それでも今日まで感染せずにいる職員もおりますが） 

 

コロナ禍の行事は規模を縮小したり、施設内でユニットごとに分かれて行ったり工夫しな

がら行いました。 

 

 

5 類に移ったことによりまた生活に変化が訪れようとしています。 

世界からコロナウイルス感染症がなくなるのはいつのなのか、果たしてなくなる日が来る

のかはわかりませんが、これからも楽しい思い出が一つでも多く子どもたちに残るように職

員一丸となって創意工夫し行事を作っていきたいと思います。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NPO 法人 里親子支援機関えがお様主催の 

「第３回えがおお絵描きコンクール」で児童が入賞しました      

優秀賞 
優秀賞（１名）とえがお賞（６名）を受

賞しました        

 

また、月の輪学院が「団体賞」をいただ

きました。 

えがお賞 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フレンドシップソフトボール大会 

 

〇門真市 Ｉ様（アイスクリーム、お菓子） 

〇一般社団法人生命保険協会大阪府協会様（冷蔵庫） 

〇大東市 O 様（野菜） 

〇株式会社 万代様（クリスマスプレゼント購入費） 

〇大阪本場青果卸売協同組合様（みかん） 

〇デンタルプロ株式会社様（ハブラシ） 

〇一般社団法人 日本出版クラブ様（書籍） 

〇大阪ガスネットワーク株式会社事業基盤部様（マスク） 

 

寄 

付 

・ 

寄 

贈 

2023年 6月 1 日に開催された第 57回 大阪フレンド

シップソフトボール大会に参加しました。 

数日前まで雨予報でしたが、当日は午後の試合までなんと

か天気も持ってくれ、子どもたちは練習の成果を見せること

ができました。 

小学部５年生から高等部２年生までの８名

の児童が参加し、対戦相手は、午前の試合 四

季ファームさん、午後の試合 向陽学園さんで

した。 

結果は２試合とも負けてしまいましたが、練

習したことをきちんと出せていたと思います。 

悔しい気持ちがある子はこれからもっと練習

するぞ！と意気込んでいるようです。 

大会に参加するにあたり、ユニフォームＴシ

ャツも作りました↓  

漢字で「月ノ輪」ロゴ渋い感じです☺ 

当施設を支えていただき、ありがとうございます。     

令和４年 6月～令和 5年 3 月 ※順不同 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  収入 支出 残高 

前年度繰越     1,647,936 

今年度積立金 396,000   2,043,936 

自立支援金支給   300,000 1,743,936 
    

○機関紙担当より○ 

お世話になっております。 

 今回は久しぶりにユニット紹介のページを作りました。 

 それぞれのユニットに「丸投げ」した形で原稿の作成を行いましたが、 

ユニットの特色が出ていてとても良い記事になったと思っております。 

また、前回に続き今年度も職員の写真を掲載することにしました。 

どんなポーズをするか？と相談しているときには、和気あいあいと楽 

しい雰囲気でした。前回よりもどのユニットも表情が豊かになってい 

ると思います。 

現場職員にとったアンケートの一部を掲載しています。 

これを見れば月の輪学院“通”になれること間違いなし？！な機関紙に 

なっております。 

月の輪学院 

寝屋川市仁和寺本町 2 丁目３－３ 

TEL 072-826-0619 

ＨＰ http://tsukinowa.kids.coocan.jp 

当施設を支えていただき、ありがとうございます。     

令和４年 6月～令和 5年 3 月 ※順不同 

 

 

【鈴木基金】ご協力よろしくお願いします 

「月光」2022 年冬号（2022 年１月発行）でお知らせした「鈴木基金」へのご協力をよろ

しくお願いいたします。 

基金では、入所児童が１８歳になり月の輪学院を卒院して社会に旅立ち、新たな生活をはじ

めることを応援するための資金として活用していきます。 

 

 

 

 

毎週金曜日に 

ブログも元気 

いっぱい更新中です！ 

〇カーブス寝屋川緑町店会員の皆様（食料品） 

〇カーブスアルプラザ香里園店会員の皆様（食料品） 

○大阪電業協会 青年部会様（図書カード） 

○Ｏｓａｋａ Ｂｏｏｋ Ｏｎｅ Ｐｒｏｊｅｃｔ 様（図書） 

○株式会社 万代 様（進学祝い金） 

 

寄附・ご寄贈をいただきありがとうございます。 

 

寄 

付 

・ 

寄 

贈 

大阪府共同募金会様より、ＮＨＫ歳末たすけあい助成金 88,000 円を受領いたしました。

たすけあい募金へご協力いただいた皆様、ありがとうございました。いただいた助成金は、

４月に新入学した子どもたちの制服などの学用品の購入に充てさせていただきました。 

鈴木基金活動報告 
 
令和４年度は３名の児童が 

高等部を卒業し、新たな進路へ 

向け月の輪学院を卒院しました。 


